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（３）突入電流抑制のための対策例

・対策例を以下に示しますが、どの対策を実施するかについては他事業者様にてご判断願います。

ﾘﾚｰなど(入力ｺﾝﾃﾞﾝｻ充電完了後にON)

ｺﾝﾊﾞｰﾀ CPU等

通信装置ｺﾝﾃﾞﾝｻ

抵抗器 充電電流
抑制

電源ｽｲｯﾁ

ｺﾝﾊﾞｰﾀ CPU等

通信装置ｺﾝﾃﾞﾝｻ

充電電流
抑制

抵抗器

ﾋｭｰｽﾞなど（入力ｺﾝﾃﾞﾝｻ充電完了後に挿入）

ｺﾝﾊﾞｰﾀ CPU等

通信装置ｺﾝﾃﾞﾝｻ

充電電流

抵抗器

※電圧変動抑制用コンデンサ
（ﾌﾟﾘﾁｬｰｼﾞ回路付）

①外付けプリチャージ回路を挿入

②電圧変動抑制用コンデンサを接続

③その他対策

　・手動予備充電作業（本対策は、現用装置等で上記等の抜本的な対策実施が困難な場合のみ適用）

電圧変動
抑制

個別キャビネット搭載装置

個別キャビネット搭載装置

個別キャビネット搭載装置

個別キャビネット

個別キャビネット

個別キャビネット

※個別キャビネットの給電系統ごとに設置する必要があります。

　キャビネットラック設置基準（その３）直流電流分配装置と通信装置の接続条件


